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１ はじめに
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参考：文部科学省HP１-1 国の動き①

令和４年６月 スポーツ庁有識者会議による提言

○ 子ども達が生涯を通してスポーツに継続して親しむことができるよう、地域の
持続可能で多様なスポーツ環境を一体的に整備することを目指し、部活動を
学校主体から地域主体にする「地域移行」について提言

（内容）
・令和5年度～7年度にかけて、土日の部活動を地域の活動に移行
・その後、さらに平日についても地域の活動に移行

令和４年１２月 文部科学省ガイドライン策定

○ 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン策定

→ 各自治体にて部活動の地域移行について検討を開始
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１-2 国の動き②

１.学校部活動

・外部指導者の確保
・休養日の設定（平日 1日、土日 1日以上の休養日）

２.新たな地域クラブ活動

・地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
・生徒の志向等に適した多様なクラブ活動の創出

３.学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に向けた環境整備

・まずは土日、その後平日も含めた環境整備
・令和 5年度からの 3年間は「改革推進期間」

４.大会等の在り方の見直し

・学校単位だけでなく、地域クラブも大会に参加
・教員に頼らない大会運営

▼ 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドラインのポイント
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１-3 大府市の中学校部活動の現状①

▼ 活動時間
・平日：週３日、授業後～１時間半程度の活動
・休日：土日のいずれか１日の午前か午後の３時間程度の活動

▼ 指導体制
⇒ 顧問、部活動指導員、外部指導員を２名以上配置し指導
・顧問：教員（各部活動１～４名）
・部活動指導員：単独で指導が可能（市の職員として任用）
・外部指導員：単独での指導はできないが、顧問を補助し、技術指導等を行う

（時間単位の謝礼）

▼ 部活動数
・運動部活動：10～14種目
・文化部活動：３～４種目

▼ 所属生徒数
・約9割の生徒がいずれかの部活動に所属（R4年度）
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１-4 大府市の中学校部活動の現状②

▼ 部活動一覧（令和4年12月現在）

大府中 大府西中 大府北中 大府南中

運
動
部

陸上 陸上 陸上 陸上

バスケットボール（男女） バスケットボール（男女） バスケットボール（男女） バスケットボール（男女）

サッカー サッカー サッカー サッカー

野球 野球 野球 野球

バレー バレー

テニス（男女） テニス（男女） テニス（男女） テニス（男女）

卓球 卓球 卓球

バドミントン バドミントン バドミントン バドミントン

ソフトボール ソフトボール

柔道

剣道 剣道 剣道 剣道

弓道 弓道 弓道 弓道

文
化
部

吹奏楽 吹奏楽 吹奏楽 吹奏楽

美術 美術 美術

コンピュータ コンピュータ コンピュータ 情報科学

書道

文芸

生活 生活 5



２ めざす姿
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おおぶ地域クラブ

複数の学校の生
徒が一緒に活動

C中学校

新たなおおぶ地域クラブ
（大府市公認クラブ）

▶ 大府市の子ども達が生涯にわたって、地域で運動・文化活動を楽しむことができる質の高い持続可能な地域クラブを整える。

OBUエニスポ

民間クラブ

C中●●クラブ

C中▲▲クラブ

おおぶ★★クラブ

おおぶ地域クラブ
以外の活動の場

更なる技術力の
向上を目指して

多様な生涯文化・
スポーツへの参加

新たな活動の例

👦👧

ダンス 駅伝

アート ラグビー

女子

サッカーetc

👦👧

D中学校

D中●●クラブ

D中▲▲クラブ

おおぶ★★クラブ

👦👧

👦👧

D中××クラブ

👦👧

B中学校

B中●●クラブ

おおぶ★★クラブ

👦👧

👦👧

👦👧

おおぶ▲▲クラブ

A中学校

A中●●クラブ

おおぶ▲▲クラブ

A中★★クラブ

👦👧
👦👧

これまでに無かった
種目に参加

自校にないクラブに
他校で参加

文化協会

スポーツ協会

男女差や障がいの有無に
も配慮した活動の創出

地
元
企
業

活動支援

👦👧

２-1 おおぶ地域クラブ（将来像）

大学

大府市 大府市

連
携

管理団体
（コーディネート）

小学校 公共施設

おおぶ＋＋クラブ

おおぶ～～クラブ

中学校施設以外の
施設も活用
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学校での活動
（おおぶ地域クラブ）

新たなおおぶ地域クラブでの活動
（おおぶ地域クラブ）

おおぶ地域クラブ
以外の活動の場

▶各学校での活動
・地域人材による学校施設での活動の実施
・従来の部活動を継承した活動

▶複数校での合同活動
・単独での活動が難しい活動を複数の学校の生徒で
一緒に活動する。※大会等への参加も合同で参加

▶民間のクラブ活動
・競技力等の更なる向上を希望する生徒は民間のクラ
ブ等に所属して高みを目指す

▶ OBUエニスポ、スポーツ協会・文化協会での活動
・生涯を通した活動に向けて、学生時代から地域の
活動主体に所属し活動していく。

・学生時代からの活動継続で指導される側から指導
する側へ。

▶大府市公認のクラブ
・学校単位では実施の難しい新たな活動を積極的に
設置する。（etc.ダンス、駅伝、ラグビー）

▶男女差やインクルーシブに配慮したクラブ
・男女差や障がいの有無を考慮した活動の場を創出す
る。（etc.女子サッカー、男子ソフトボール）

その他のキーワード

▶施設利用の柔軟化
・学校施設、公共施設の柔軟な活用に向けた整理

▶多世代交流
・地域活動を通した多世代交流

▶観る活動
・“本物”を身近に感じる機会の充実

▶企業連携
・指導者派遣や施設の利用への協力
・生徒の地元企業への関心

２-2 おおぶ地域クラブ（ポイント）
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２-3 部活動と地域クラブの違い

部活動 （仮称）おおぶ地域クラブ

位置付け 学校教育の一環 生涯学習（文化・スポーツ）

運営主体 各中学校 地域団体

活動種目 学校が選択して設置 多様な活動種目を用意

活動場所 各中学校 各小中学校、その他公共施設等

参加範囲 原則、所属校のみ
所属校以外で実施される活動への参加も
可能

指導者 教員、部活動指導員、外部指導員 地域の指導者（教員は兼職・兼業可）

会費 実費程度（大会参加料等）
会費（指導者報酬、クラブ活動運営費、大
会参加料等）

学校が管理する

学校部活動
学校教育の一環

地域団体が運営管理する

（仮称）おおぶ地域クラブ
生涯学習の一環
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３ スケジュール
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年度 R5 R6 ～R7.7月 R7.8月～ R8～

名称 （学校）部活動 地域クラブ

位置付け 学校教育の一環 生涯学習（文化・スポーツ）

運営主体
（土日）

学校 地域クラブ

指導者
・教員
・部活動指導員、外部指導員（地域の指導者）

地域の指導者
（教員は兼職・兼業可）

運営主体
（平日）

学校 ※将来的には平日も地域クラブに移行 地域クラブ

３ 部活動の地域クラブへの移行に向けてのスケジュール

▶ 土日の活動について、令和５・６年度は学校主導の部活動、令和７年度からは
地域主導のクラブ活動とする。
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４ 事業展開
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４-1 学校主導の部活動（平日の部活動及び令和5・6年度の休日のクラブ活動）

▼ 土日の地域移行に向けて地域人材の活用を積極的に進め、教員主導による指導から地域人材主導の
指導へと移行していく。

指導

地域人材
（企業、大学、各種団体）

外部指導員部活動指導員教員

学校主導の部活動

指導

【学校主導による部活動】

運営主体 各中学校

指導者
当該校の教員
＋地域人材

参加者 主に当該校の生徒

場所 主に当該校の施設
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４-2 地域主導の土日の地域クラブ活動（令和7年8月以降）

▼ 地域クラブが各クラブ活動を実施し、各校の生徒はそれぞれの希望に応じた活動に参加

地域クラブ活動

【地域クラブ活動】

運営主体 地域クラブ

指導者 地域の指導者

参加者 主に市内の中学生

場所
学校施設、
公共施設等

A中学校 B中学校 C中学校 D中学校

参加

A
中
●
ク
ラ
ブ

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

女
子
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

地域クラブ

A
中
▲
ク
ラ
ブ

実施

新たなおおぶ地域クラブ
（大府市公認地域クラブ）

学校単位の地域クラブ 合同地域クラブ

ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

D
中
★
ク
ラ
ブ

B
中
●
ク
ラ
ブ

・・・・・・

お
お
ぶ
A
ク
ラ
ブ

・・・

お
お
ぶ
X
ク
ラ
ブ

お
お
ぶ
B
ク
ラ
ブ
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４-3 外部人材による指導の拡充（R5～）

▼ 全ての部活動を対象に部活動指導員及び外部指導員の拡充を進める
▼現状

◆部活動指導員
顧問教員不在でも単独での指導が可能な指導者

◆外部指導員
顧問教員を補助し、技術的指導を行う

・運動部 24％（46部中11部）
・文化部 ０％（15部中0部）

配置

18%

配置

31%

・運動部 39％（46部中18部）
・文化部 7％（15部中1部）

市内企業、大学、団体等の協力の下、
各部活動への外部人材の配置を進める

今後、協力を依頼していく学校・企業・団体

◎学校：連携協定を結ぶ大学（至学館大学等）、
大府高校等

◎企業：株式会社豊田自動織機、愛三工業株式会社、
東海興業株式会社、その他連携協定を結ぶ
企業等

◎団体：大府市スポーツ協会、大府市文化協会、
スポーツ少年団等

大府市のポテンシャル
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４-4 地域移行モデルの実施（R5～）

▼ 休日の地域移行のモデルケースとする部活動運営を実証研究

モデルケース① 地域団体主催モデル

主催：地域団体

指導体制：地域団体指導者
部活動指導員
外部指導員
教員

活動場所：中学校、公共施設等

活動日：週１回・毎週土曜日（日曜日）

大府中学生○○クラブ

大中 西中 北中 南中

市教委運営団体

サポート（研修・巡回） 指導者謝礼等

モデルケース② 合同部活動モデル

（仮）おおぶ○○クラブ
A中○○部

B中○○部

主催：学校

指導体制：地域団体指導者
部活動指導員
外部指導員
教員

活動場所：中学校、公共施設等

活動日：週１回・毎週土曜日（日曜日）

大会等への参加：合同での参加も可
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生徒ニーズ

・ダンス
・スケートボード
・漫画
・水泳 など

指導者

・民間教室
・地元企業

活動場所
・民間教室
・公共施設
・空き教室

多様な地域クラブの実施

・名称：「おおぶ●●クラブ」とし、大府市の地域活動
とする

・指導料：生徒から指導料を徴収し指導者へ支払い

・大会等への参加：「おおぶ●●クラブ」としての参加
を検討

４-5 多様な地域クラブの調査・研究（R5～）

▼ 学校部活動にない活動で生徒が希望する部活動のうち、活動場所と指導者の確保 が可能な
活動を「地域クラブ」と位置付け、生徒のニーズに合った多様な活動の実施を調査・研究

生徒ニーズ：現状、各学校に設定されていない活動で生徒の希望が多い活動を調査

活動場所：民間教室や公共施設（市民体育館や公民館）、空き教室等の活用を検討

指導者：民間教室の指導者や地元企業の協力を依頼
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５ 検討経緯
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項目 時期 要旨

第1回
大府市部活動地域移行準備委員会

R4.11.10
・大府市の部活動地域移行の方向性について
・地域主導の部活動へ移行する際の運営方法について

総合教育会議 R4.11.24 中学校部活動地域移行対応について

第2回
大府市部活動地域移行準備委員会

R4.12.20
・地域の運営団体を中心とする運営体制の構築
・本市の中学校部活動地域移行事業案

（部活動ヒアリング） R5.1 各校の部活動の現状と今後の意向についてヒアリング

第2回義務教育推進協議会 R5.1.27 中学校部活動地域移行（案）について

中学校入学説明会 R5.2.1 中学校入学説明会にて「中学校部活動の地域活動への移行」説明

第3回
大府市部活動地域移行準備委員会

R5.3.2

・学校ヒアリング結果報告
・令和5年度部活動運営体制について
・大府市部活動地域移行実行委員会について
・「（仮）大府市部活動地域移行ビジョン（案）」について

大府市中学校部活動
地域移行ビジョン公表

R5.3 大府市中学校部活動地域移行ビジョンの公表

５-1 検討経緯

▼ 地域移行に向けた検討の経緯

今後は、大府市部活動地域移行実行委員会を組織し、継続的にクラブ活動の在り方を検討
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６ 検討課題
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６-1 部活動地域移行実行委員会で検討していく主な課題

課題 概要

指導者の確保 地元企業、大学、団体等の協力
・クラブ活動を大府市全体で支えるための協力体制の構築

学校教員の活用

・教員が地域の指導者として地域クラブへ関わる場合の兼職・兼業の整理

指導料

・指導者へ支払う指導料の整理

施設利用 学校施設の活用
・地域クラブの優先利用
・活動時間の変更 ex.下校後～18時での活動 ⇒ 18時～20時での活動

公共施設の利用検討
・地域クラブの優先利用
・利用区分の見直し ex. 午前・午後・夜間 ⇒ 1時間単位での利用

新たな活動場所の創出

多様な活動の創出 多様なクラブ活動の創出
・生徒ニーズに沿った新たなクラブの創出

大会参加 地域クラブの大会参加
・学校部活動と地域クラブの大会出場基準の整理
・出場大会の整理

市内大会の整理

・教員に頼らない大会運営

地域クラブへの理解促進 児童・生徒への周知
・児童、生徒の地域クラブ活動参加への理解

保護者への周知
・持続可能な地域クラブ活動運営に対する理解

参加料 参加料
・地域クラブ徴収金額の検討
・参加料徴収方法の検討
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７ 参考資料
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７-1 大府市部活動地域移行準備委員会名簿（令和4年10月1日～）

氏名 所属 役職

宮島 年夫 大府市教育委員会 教育長

谷岡 郁子 至学館大学 学長

塩澤 恵美 一般社団法人LISOBU 理事

末廣 昭一 大府市スポーツ協会 事務局長

近藤 由美子 大府市教育委員会 教育委員

舘内 三郎 大府市文化協会 会長

蟹江 敏広 大府市校長会 副会長

鈴木 秀規 大府市健康都市スポーツ推進課 担当課長

田中 雅史 大府市文化交流課 課長

氏名 所属 役職

浅田 岩男 大府市教育委員会 教育部長

二村 圭史 大府市教育委員会 主席指導主事

大山 容加 大府市教育委員会学校教育課 課長

伊賀 友信 大府市教育委員会学校教育課 指導主事

坂野 晴仁 大府市教育委員会学校教育課 学校総務係長

籠原 大祐 大府市教育委員会学校教育課 学校総務係主任

※順不同・敬省略

事務局

委員
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７-2 国ガイドライン
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